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OracleとSunの統合完了

Oracleは今後も強力に
Java SE, JavaVM技術の開発に投資します!!
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OracleのJavaに対する姿勢

"Java is the single most important software 
asset we have ever acquired."

「Java は私たちが今までに取得した中で
最も重要なソフトウェア資産です。」

– Larry Ellison
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今後のJava の方向性

• JDK 7の早急な提供を予定

• Java VMの選択

• HotSpot VM と JRockit VM を共に 戦
略的製品と位置づけ

• 主要 OS の継続的なサポートを提供
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Javaとは
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Java言語の特徴

• 1995年、Sun Microsystemsによって発表

• C/C++ベースのオブジェクト指向言語

– 言語習得の容易性

– 冗長な仕様を削除（プログラマのミス削減）

• コンパイラとインタプリタの併用

• バイトコードの利用でプラットフォーム非依存

• 実行時ではなくコンパイラ時のエラー発見

• ガベージコレクション(GC)の導入（メモリリークの撲滅）

• セキュアな実行環境の実現

• いくつかの新しい試み
• オブジェクト指向、スレッド対応、Unicode ...
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既存プログラミング言語との関係

他言語の良い部分を参考にし悪い部分を排除
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1995年: Java/HotJavaのアナウンス

ブラウザ上で動くアプリケーション
(Applet)でWebの世界を震撼させ急速な普及
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1996-7年: JavaOS/JavaStation

Javaで書かれたOS

JavaOSを稼働させるハードウェアを発表
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1997年: JavaCard/JavaRing

スマートカードやその他のデバイス上で動作するJava

個人情報を埋め込んだJavaRingで個人を認識
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1999年: KVM(Java ME)

携帯電話等メモリが少ない環境で稼働する仮想マシン
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1999年：Java2 プラットフォーム
• J2ME ：Java2 Platform, Micro Edition

• 携帯情報端末、家電などに組み込むJava環境を構築するための仕様

• J2SE ：Java2 Platform, Standard Edition

• 基本的なJava環境を定義した仕様

• J2EE ：Java2 Platform, Enterprise Edition

• 多階層のエンタープライズレベルのJava環境を構築するための仕様

• J2SEの基本仕様に、様々な仕様を加えたもの

携帯端末／デスクトップ／企業環境までサポート
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2000年以降

• J2EE アプリケーションサーバ

• Java と XML の連携

• Web サービス (JAX-RPX/JAX-WS)

• Java3D (Project Looking Glass)

• リアルタイム Java

• スクリプト言語 Groovy,JRuby

• Java のオープンソース化

• JavaFXの登場
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モバイルデスクトップ

Embedded

TV カードサーバ

Java言語

Java EE JavaFX

VMs

APIs

今日の Java
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10年で高速になったJava
SwingMark: ベンチマーク
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10年で高速になったJava
SPECjbb 2000: サーバベンチマーク
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世界中の開発者に支持されるJava

TIOBE Programming Community Index for July 2010

http://www.tiobe.com/index.php/content/paperinfo/tpci/index.html

http://www.tiobe.com/index.php/content/paperinfo/tpci/index.html
http://www.tiobe.com/index.php/content/paperinfo/tpci/index.html
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Javaの動作の仕組み
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Java プログラミングの基本

• プログラムのアウトラインを考える...

• Java のソースコードを書く

• Java コンパイラを使ってコンパイルする

– javac コマンド

• Java インタープリタでコンパイルされたコードを実行

– java コマンド

実行

ソースコード バイトコード

javac java



Copyright© 2010, Oracle. All rights reserved. 22

Java の動作の仕組み

Solaris WindowsLinuxHP-UX AIX

Any Hardware

JavaVM JavaVM JavaVM JavaVM JavaVM

バイトコード

Java

JavaVM（Java Virtual Machine）・・・Javaプログラムの実行環境
-環境毎にJVMを用意（H/W、OSの違いをJavaVMで吸収）
-バイトコードを機械語に変換し実行

ハードウェア

OS

ランタイム

中間コード

javacコンパイル

配布・実行

• Java プログラムソースコード

• 開発者が理解しやすいJava言語

• Java バイトコード

• Java VM(仮想マシン)が解釈可能な中間
コード

• 機械語

• H/Wが理解／実行
するコード
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例：Javaのプログラム作成とコンパイルと実行

public class HelloWorld {

public static void main (String[] args) {

System.out.println("Hello World !!");

}

} 

# javac HelloWorld.java

# java HelloWorld

Hello World
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例：Java VMが解釈するバイトコード

public HelloWorld();

Code:

0: aload_0

1: invokespecial #1; //Method java/lang/Object."<init>":()V

4: return

public static void main(java.lang.String[]);

Code:

0: getstatic #2; //Field 

java/lang/System.out:Ljava/io/PrintStream;

3: ldc #3; //String Hello World!!

5: invokevirtual #4; //Method java/io/PrintStream.println:

(Ljava/lang/String;)V

8: return

}
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Javaの開発を容易にする統合開発環境
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Javaのメモリ管理

• メモリを極力意識しないプログラミングモデル
– ただし使用可能なメモリ容量は有限

• Heap領域
– Java VMで使用可能なメモリ領域

• ガベージコレクション(GC)

– 不要なJavaオブジェクトの自動破棄

GC発生（不要メモリの破棄）

VisualVM 1.3によるヒープ使用量の可視化



Copyright© 2010, Oracle. All rights reserved. 27

HotSpot Java VMヒープ領域の構造

• Java VMヒープ領域は大きく3つの領域に分けられる (*HotSpot VM)

1. New領域

• 新規生成されたオブジェクトの格納領域

• Eden領域(最初のコピー先)、From領域, To領域(カウントアップ用)

2. Old領域

• New領域から昇格した長寿命オブジェクトを保持する領域

3. Permanent領域

• JVMの内部情報やクラスに関するメタ情報が保持される領域

New領域 Old領域 Permanent

領域
Eden

領域

From

領域

To

領域

JVMヒープ領域

JavaSE 7では新たにG1 GCが追加
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HotSpot Java VM 用の運用・監視ツール

実行時のスレッド・ヒープのダンプや解析が可能
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モバイルデスクトップ

Embedded

TV カードサーバ

Java言語

Java EE JavaFX

VMs

APIs

JRockit VMのご紹介
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• オラクルが提供しサポートする、Java SE完全準拠のServer JVM

 x86/x64に最適化した業界最速のJVM（現在はSPARC版も提供）

安定性を保証するヒープメモリ管理

 1998年 Ver.1リリースから12年の利用実績

GC処理の制御

突発的な処理遅延の防止

安定した挙動を実現

SPECjbb2005
Last updated: Jun. 3 2010
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WebLogic Serverを構成する重要コンポーネント
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JRockit Family

Oracle JRockit
サーバーサイドに最適化された
高性能 JVM

JRockit Real Time
GC 最適化により突発的な遅延を防止

JRockit Mission Control
JRockit 専用リアルタイム管理ツール

JRockit Flight Recorder
障害対応のための常時記録機能

SPECjbb2005
Last updated: Jun. 3 20109611262

JRockit

6972897

JRockit

5534233

JRockit

5210501

他社 JVM

0

15

30

45

60

75

90

105

120

0 2000 4000 6000 8000 10000 12000 14000 16000 18000

0

15

30

45

60

75

90

105

120

0 2000 4000 6000 8000 10000 12000 14000 16000 18000

CPU/メモリ利用率

メモリリークの分析
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自動ファイル出力
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従来のJVM

JRockit Real Time

• GCの停止時間をミリ秒単位に抑制し、
高速で予測可能なレスポンス時間を実現

• 簡便に低コストでソフトリアルタイムを実現
（アプリケーションに手を入れる必要なし）

JRockit Real Time
常時安定したレスポンスを実現するリアルタイムJava機能
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JRockit Mission Control

• JRockit 専用のGUI ベースの運用監視ツール
TCP/IP ベースのプロトコルでリモートのJRockitプロセスの運用監視が可能

監視されるJRockit側は以下のオプションでポートを開けるだけ
（エージェント等のインストール不要）
例： -Xmanagement:port=7091,ssl=false,authenticate=false

• 機能一覧
Management Console: CPU 使用率、ヒープ使用状況、スレッド使用状況、MBean監視、
等

Memory Leak Detector: 迅速なメモリリーク検出、オブジェクトの参照関係の階層表示、等

JRockit Flight Recorder: GC 詳細情報、スレッド稼動情報、CPU/メモリ利用率推移、等
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JRockit Flight Recorder
障害対応を強力に支援するOracle JRockitの新機能

Java EE/ISV
アプリ

Oracle 

WebLogic

Server

Oracle

JRockit

メモリ利用率の増加傾向
メモリ内データの
内訳と増加率

JRockit Flight Recorder

自動記録
常時記録
"録りっぱなし"

自動ファイル出力

DB関連処理内訳と
SQL毎の負荷リスト

記録されるデータ（例）

Javaスレッドの処理状況
GUIツール

特徴③アプリ修正不要

特徴②情報消失の防止

特徴①画期的な低負荷技術

その他多数é

[これまでの障害対応の課題]

•ログでは足りない情報不足

•ダウンや再起動による情報消失

[JRockit Flight Recorderによる解決]

•詳細情報を常時記録

•自動ファイル出力機能
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今後のJava
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今までのJavaプラットフォーム

Java言語で実装されたアプリケーションの動作
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マルチ言語プラットフォーム
Java言語以外で実装されたアプリの動作も可能

今後のJavaプラットフォーム
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プラットフォームとしてのJava

• Java VM 上で動作する Dynamic 言語
– JRuby, Jython, Grails, etc ...

• Dynamic 言語のメリット：
– アジャイル開発

– より高い柔軟性

– メタプログラミング、実行時のコード生成

• Dynamic 言語のデメリット：
– 実行速度

– 大規模環境のスケーラビリティ

• Java のメリット：
– スケーラビリティ

– 既存ライブラリの再利用

– 大規模環境構築の実績と信頼
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require 'java' 

frame = javax.swing.JFrame.new("Hello Java")

button = javax.swing.JButton.new("Click Me!")

class ClickAction < java.awt.event.ActionListener

def actionPerformed(event)

javax.swing.JOptionPane.showMessageDialog( 

nil, "Button '#{event.getActionCommand()}' clicked"

)

end

end

button.addActionListener(ClickAction.new) 

frame.add(button)

frame.setVisible(true)

Ruby(JRuby)からJavaの呼び出し
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JavaFX

RIA (Rich Internet Application) をさまざまな環境で
実現するためのプラットフォーム
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なぜ JavaFX

• すべてのデバイスで使用可能なRIA環境

• 無料

• 簡単（GUI開発に特化したスクリプト言語）

• Javaバイトコードとして実行
– 高速な処理

– 高い信頼性

– マルチプラットフォーム

• 既存のJavaオブジェクト/JavaScript を利用可能

• JavaFX Composer を利用したかんたん開発
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JavaFX の適用事例

• バンクーバオリンピック 2010

公式サイト

• メジャーリーグ公式サイト

• JavaFX の選択理由

– ユーザインタフェースの拡張

– デザイン重視

– 高い生産性

– ハイパフォーマンス

– 拡張性

– Java/JavaScript/HTML5 との相
互運用

– 移植可能（デスクトップ、モバイル、
TV など）
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まとめ

• Oracle は今後も強力に Java を投資します

• Java はあらゆる環境で動作します

• Java は環境に応じた様々なライブラリを提供します

• Javaはパフォーマンスが大幅に向上しました

• Java は信頼と実績を提供し世界中で支持されています

• Java は統合開発環境を利用しかんたんに開発できます

• Java は運用・監視ツールを提供しています

• Java はマルチ言語プラットフォームです
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イベントのお知らせ

2010年8月19日（木） 13:30～18:30 ＠目黒雅变園

Java と Solarisの最新情報をお知らせします。

詳しくは

http://www.oracle.co.jp/events/jpm100819/  もしくは

http://bit.ly/orasun0819 まで
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OTN×ダイセミ でスキルアップ!!

βOTN掲示版は、基本的にOracleユーザー有志からの回答となるため100%回答があるとは限りません。
ただ、過去の履歴を見ると、質問の大多数に関してなんらかの回答が書き込まれております。

Oracle Technology Network(OTN)を御活用下さい。

・一般的な技術問題解決方法などを知りたい！
・セミナ資料など技術コンテンツがほしい！

一般的技術問題解決にはOTN掲示版の

「ミドルウェア」をご活用ください

http://otn.oracle.co.jp/forum/category.jspa?categoryID=4

過去のセミナ資料、動画コンテンツはOTNの

「OTNセミナー オンデマンド コンテンツ」へ

http://www.oracle.com/technology/global/jp/ondemand/otn-seminar/index.html

βダイセミ事務局にダイセミ資料を請求頂いても、お受けできない可能性がございますので予めご了承ください。
ダイセミ資料はOTNコンテンツ オン デマンドか、セミナ実施時間内にダウンロード頂くようお願い致します。
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OTNセミナー オンデマンドコンテンツ
ダイセミで実施された技術コンテンツを動画で配信中!!

ダイセミのライブ感はそのままに、お好きな時間で受講頂けます。

β掲載のコンテンツ内容は予告なく変更になる可能性があります。
期間限定での配信コンテンツも含まれております。お早めにダウンロード頂くことをお勧めいたします。

OTN オンデマンド
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Enterprise Editionはここが違う!!

• 圧倒的なパフォーマンス!

• データベース管理がカンタン!

• データベースを止めなくていい!

• もちろん障害対策も万全!

Oracle Databaseの

ライセンス価格を大幅に抑えて

ご導入いただけます

詳しくはコチラ

http://www.oracle.co.jp/campaign/kurukuru/index.html

あのOracle Database Enterprise Editionが超おトク!!

http://www.oracle.co.jp/inq_pl/INQUIRY/quest?rid=28

多くのお客様でサーバー使用期間とされる

5年間にライセンス期間を限定

•期間途中で永久ライセンスへ差額移行

• 5年後に新規ライセンスを購入し継続利用

• 5年後に新システムへデータを移行
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http://www.oracle.co.jp/inq_pl/INQUIRY/quest?rid=28

Oracle Direct 検索

あなたにいちばん近いオラクル

Oracle Direct
まずはお問合せください

Web問い合わせフォーム フリーダイヤル

Oracle Direct Seminar

0120－155－096

β月曜~金曜 9:00~12:00、13:00~18:00

（祝日および年末年始除く）

システムの検討・構築から運用まで、ITプロジェクト全般の相談窓口としてご支援いたします。

システム構成やライセンス/購入方法などお気軽にお問い合わせ下さい。

http://www.oracle.co.jp/inq_pl/INQUIRY/quest?rid=28
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以上の事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。
また、情報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことは
できません。以下の事項は、マテリアルやコード、機能を提供することをコミットメン
ト（確約）するものではないため、購買決定を行う際の判断材料になさらないで下さ
い。オラクル製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時期につい
ては、弊社の裁量により決定されます。

OracleとJavaは、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標です。
文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。


